
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
七
日
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
上
井
久
義
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
八
歳
。
春
か
ら
急
に
体
調
を
崩
さ
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
一
年
ほ
ど
前
か
ら
ご
子
息
と
米
寿
の
お
祝
い
に
何
か
企
画
を
し
た
い
と
打
合
せ
を
し
て
お
り
、
論
文
の
デ
ー
タ
化
や
著
作
リ
ス
ト
の
作
成
作
業
を
行
っ

て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
前
の
ご
意
向
で
葬
儀
は
家
族
葬
で
営
ま
れ
、
四
十
九
日
の
法
要
が
終
わ
っ
て
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
九
月
八
日
に
菩
提
寺
で

あ
る
梅
田
の
法
清
寺
で
法
要
が
催
さ
れ
、
教
え
子
を
中
心
に
多
数
の
参
列
者
が
集
ま
っ
て
先
生
を
偲
ん
だ
。

上
井
先
生
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
大
阪
府
豊
能
郡
桜
井
村
（
現
在
の
豊
中
市
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
大
阪
学

芸
大
学
（
現
在
の
大
阪
教
育
大
学
）
に
入
学
さ
れ
、
古
代
史
・
民
俗
学
、
と
く
に
琉
球
の
祭
祀
研
究
で
知
ら
れ
る
鳥
越
憲
三
郎
先
生
に
師
事
さ
れ
た
。

一
九
五
四
年
に
学
部
を
卒
業
さ
れ
て
豊
中
市
内
の
小
学
校
に
お
つ
と
め
に
な
っ
た
が
、
地
方
史
の
研
究
会
で
知
り
合
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
先
生
か
ら
開
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
関
西
大
学
大
学
院
に
誘
わ
れ
、
翌
年
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
し
て
横
田
健
一
先
生
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
期
生
は
三
人

で
、
後
に
結
婚
さ
れ
た
輝
代
夫
人
も
同
級
生
で
あ
っ
た
。

一
九
五
七
年
の
大
学
院
修
了
後
は
、
服
部
緑
地
の
豊
中
市
立
民
俗
館
に
就
職
さ
れ
た
。
飛
騨
白
川
郷
の
合
掌
造
り
の
民
家
を
移
築
保
存
す
る
た
め
に
前
年
十

月
に
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
就
職
後
は
館
の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た
鳥
越
先
生
と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
奄
美
の
高
倉
や
長
野
県
秋
山
郷
な
ど
の

民
家
の
移
築
に
携
わ
っ
た
。
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
財
団
法
人
が
発
足
し
て
、
民
俗
館
が
日
本
民
家
集
落
博
物
館
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
学
芸
員

と
し
て
採
用
さ
れ
、
日
本
最
初
の
野
外
博
物
館
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
。
一
九
六
四
年
か
ら
関
西
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
る
と
と
も
に
、
京
阪

神
の
大
学
の
枠
を
こ
え
て
若
手
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
民
俗
学
を
勉
強
す
る
関
西
民
俗
学
研
究
会
の
世
話
役
を
長
く
引
き
受
け
て
お
ら
れ
た
。

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
、
関
西
大
学
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
翌
年
教
授
に
昇
格
し
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
ま
で
二
十
六
年
間
在
職
さ

れ
た
。
そ
の
間
に
、
文
学
研
究
科
長
や
関
西
大
学
博
物
館
長
な
ど
の
要
職
を
お
つ
と
め
に
な
っ
た
。

教
育
面
で
も
、
学
部
生
の
ゼ
ミ
旅
行
や
大
学
院
生
の
研
修
旅
行
を
熱
心
に
催
さ
れ
た
ほ
か
、
関
西
大
学
民
俗
学
研
究
会
を
指
導
さ
れ
た
。
各
地
の
民
俗
調
査

上
井
久
義
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

黒

田

一

充
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に
も
出
掛
け
、
そ
の
調
査
報
告
の
場
と
し
て
雑
誌
『
伝
承
文
化
研
究
』
を
発
行
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
横
田
先
生
と
と
も
に
『
紀
伊
半
島
の
文
化
史
的
研
究
│
民
俗
編
│
』（
一
九
八
八
年
）
を
編
集
さ
れ
て
大
学
院
生
の
研
究
成
果
を
収
録
し
た
の
に

続
き
、『
座
│
そ
れ
ぞ
れ
の
民
俗
学
的
視
点
』（
一
九
九
一
年
）、『
聖
域
の
伝
統
文
化
』（
一
九
九
五
年
）、
そ
し
て
関
西
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
年
の
『
民
俗

儀
礼
の
世
界
』（
二
〇
〇
二
年
）
の
三
冊
の
論
文
集
を
出
版
社
か
ら
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
先
生
と
民
俗
研
究
会
の
卒
業
生
の
研
究
成
果
を
収
録
し

た
が
、
編
集
代
表
は
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
交
代
に
出
て
、
発
表
者
は
必
ず
毎
月
の
研
究
会
で
そ
の
内
容
を
報
告
し
、
互
い
に
批
評
し
合
っ
て
了
承
さ
れ
た
も
の

を
本
に
載
せ
る
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
社
会
人
と
な
っ
て
も
先
生
に
鍛
え
ら
れ
た
卒
業
生
が
、
大
学
や
高
校
の
教
員
、
博
物
館
の
学
芸
員
や
文
化

財
担
当
者
と
し
て
多
数
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
外
の
活
動
と
し
て
は
、『
吹
田
市
史
』『
羽
曳
野
市
史
』『
粉
河
町
史
』
な
ど
の
民
俗
編
の
執
筆
の
ほ
か
、
尼
崎
市
・
西
宮
市
・
茨
木
市
・
八
尾
市
・
吹
田

市
・
大
阪
市
な
ど
の
文
化
財
審
議
会
委
員
や
博
物
館
の
運
営
委
員
を
お
つ
と
め
に
な
っ
た
。
大
阪
学
芸
大
学
で
三
年
後
輩
だ
っ
た
考
古
学
の
水
野
正
好
先
生
と

生
涯
親
し
く
交
際
さ
れ
て
お
り
、
水
野
先
生
が
文
化
財
審
議
会
を
組
織
す
る
際
に
は
、
民
俗
担
当
の
委
員
と
し
て
上
井
先
生
を
お
誘
い
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
就
任
さ
れ
た
四
日
市
市
立
博
物
館
の
館
長
も
、
水
野
先
生
の
後
を
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

学
会
活
動
も
、
日
本
民
俗
学
会
の
評
議
員
を
通
算
六
期
つ
と
め
て
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た

ほ
か
、
日
本
生
活
文
化
史
学
会
副
会
長
、
近
畿
民
俗
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
教
育
研
究
分
野
の
功
績
で
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
に
瑞
宝
小
綬
章
を
授
与
さ
れ
て

い
る
。

先
生
の
研
究
は
、
豊
富
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
検
証
に
加
え
、
文
献
資

料
も
駆
使
し
て
信
仰
や
祭
儀
、
社
会
組
織
を
分
析
さ
れ
た
多
数
の
論
稿
を
発
表
さ
れ
た
。

学
芸
員
時
代
に
、
古
代
の
司
祭
者
の
問
題
と
各
地
の
頭
屋
儀
礼
の
論
稿
を
ま
と
め
た
『
日
本

民
俗
の
源
流
』（
輝
代
夫
人
と
共
著
、
一
九
六
九
年
）
を
発
表
さ
れ
、
続
い
て
奄
美
諸
島
の
調

査
と
構
造
主
義
の
理
論
を
用
い
て
親
族
組
織
を
分
析
し
た
『
民
俗
社
会
人
類
学
』（
一
九
七
三

年
）
を
上
梓
さ
れ
た
。

関
西
大
学
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
、
葬
送
や
墓
制
の
研
究
論
文
を
集
め
た
『
葬
送
墓
制
研
究
集

成
』
の
「
墓
の
歴
史
」（
一
九
七
九
年
）
を
編
集
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ご
自
身
で
代
表
作
だ
と

さ
れ
た
「
女
性
司
祭
の
伝
統
」（『
日
本
民
俗
学
大
系

神
と
仏
』
所
収
、
一
九
八
三
年
）
を
発

最終講義にて（2001年 12月）
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表
さ
れ
、
こ
の
論
稿
を
中
心
に
し
て
学
位
請
求
論
文
の
『
古
代
民
俗
信
仰
の
研
究
』
を
ま
と
め
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
六
月
に
関
西
大
学
か
ら
博
士

号
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
祭
り
の
組
織
や
儀
礼
に
関
す
る
論
稿
を
ま
と
め
た
『
民
俗
信
仰
の
伝
統
』（
一
九
八
五
年
）、
古
代
の
親
族
組
織
の
論
稿
な
ど
を

ま
と
め
た
『
日
本
古
代
の
親
族
と
祭
祀
』（
一
九
八
八
年
）
を
発
表
さ
れ
た
。

い
つ
き
の
み
こ

き
こ
え
お
お
ぎ
み

こ
の
こ
ろ
か
ら
は
、
古
代
の
天
皇
の
娘
で
伊
勢
に
派
遣
さ
れ
た
斎
王
と
、
琉
球
王
の
妹
や
娘
な
ど
が
つ
と
め
た
聞
得
大
君
に
つ
い
て
の
論
文
を
次
々
発
表

さ
れ
た
。
聞
得
大
君
へ
の
関
心
は
、
斎
王
の
論
考
の
延
長
上
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
先
生
の
書
架
の
整
理
作
業
で
卒
業
論
文
と
修
士
論
文
が
見
つ
か
っ
た
。
卒
業
論
文
は
、
昭
和
弐
拾
九
年
度
人
類
学
卒
業
論
文
と
記
さ
れ
、『
琉

球
お
も
ろ
の
神
霊
観
念
に
つ
い
て
』
と
題
さ
れ
た
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
一
九
六
枚
の
長
編
で
、
琉
球
の
歴
史
の
ほ
か
、
農
耕
儀
礼
や
御
嶽
な
ど
の
聖

地
、
ヲ
ナ
リ
神
な
ど
の
信
仰
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
だ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
必
要
な
時
代
に
沖
縄
に
渡
っ
た
と
い
う
話
は
う
か
が
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
書

く
た
め
に
は
何
ヵ
月
か
滞
在
し
て
調
査
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
修
士
論
文
は
、『
斎
宮
に
つ
い
て
』
と
題
さ
れ
、
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
五
二
枚
に
斎
宮
の
成
立
や
斎
宮
と
土
着
の
勢
力
、
祭
祀
田
の
形
成
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
琉
球
も
斎
宮
も
、
先
生
に
と
っ
て
は
学
生
時
代
か
ら
三
〇
年
以
上
も
温
め
て
お
ら
れ
た
特
別
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

先
生
は
生
涯
九
〇
本
を
こ
え
る
論
稿
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
関
西
大
学
を
ご
退
職
に
な
っ
て
か
ら
ま
と
め
た
『
上
井
久
義
著
作
集
』
全
七

巻
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
〜
七
年
）
に
収
め
ら
れ
た
。
各
巻
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

第
一
巻
「
民
俗
宗
教
の
基
調
」
は
、
古
代
の
司
祭
者
や
神
社
祭
祀
、
伊
勢
神
宮
と
斎
宮
に
関
す
る
論
稿
を
収
録
し
て
お
り
、
第
二
巻
「
宮
座
儀
礼
と
司
祭

者
」
は
、
近
畿
地
方
と
周
辺
部
の
若
狭
・
伊
賀
地
域
の
頭
屋
儀
礼
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
文
書
資
料
を
用
い
て
分
析
さ
れ
た
論
稿
を
収
め
て
い
る
。

第
三
巻
「
女
性
司
祭
と
祭
儀
」
は
、
先
生
の
中
心
的
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
女
性
司
祭
に
関
す
る
論
稿
が
集
め
て
あ
り
、
神
の
嫁
と
し
て
神
饌
を
運
ぶ
存
在

と
と
ら
え
た
人
身
御
供
の
問
題
か
ら
各
地
の
神
社
の
祭
り
に
登
場
す
る
巫
女
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
四
巻
「
民
俗
社
会
の
構
成
と
葬
墓
」
で
は
、
村

落
の
社
会
構
成
の
問
題
や
葬
送
墓
制
に
関
す
る
論
稿
を
集
め
て
い
る
。

第
五
巻
「
農
耕
・
物
忌
・
祖
先
祭
」
は
、
祖
先
を
ま
つ
る
祭
祀
や
稲
作
・
畑
作
の
儀
礼
な
ど
の
論
稿
を
集
め
、
と
く
に
物
忌
は
祭
り
の
前
段
階
で
は
な
く
、

こ
の
行
為
が
祭
り
の
中
心
儀
礼
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
第
六
巻
「
琉
球
の
宗
教
と
古
代
の
親
族
」
は
、
琉
球
の
聞
得
大
君
や
先
島
の
祭
祀
と
、
秦
氏
や
賀
茂
氏

な
ど
古
代
の
親
族
関
係
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
七
巻
「
民
俗
学
へ
の
誘
い
」
は
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
短
い
文
章
を
集
め
た
も
の
で
、
の
ち
に
論
文
に
発

展
し
た
も
の
や
論
文
に
な
ら
な
い
ま
で
も
ヒ
ン
ト
を
記
し
た
も
の
な
ど
、
上
井
先
生
の
研
究
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
各
巻
の
題
名
を

並
べ
て
み
る
と
、
あ
ら
た
め
て
広
い
視
野
に
立
っ
た
研
究
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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二
〇
〇
一
年
か
ら
十
年
間
、
新
庄
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
の
ち
葛
城
市
博
物
館
）
の
館
長
に
就
任
さ
れ
た
が
、
著
作
集
以
降
は
古
代
の
葛
城
氏
に
関
す
る
論

稿
を
発
表
さ
れ
た
。
二
年
ほ
ど
前
に
先
生
の
お
宅
を
訪
ね
た
際
に
も
、『
日
本
書
紀
』
を
持
ち
出
し
て
何
か
原
稿
用
紙
に
書
き
物
を
さ
れ
て
い
た
が
、
書
架
か

ら
「
名
前
に
見
る
親
族
の
構
成
」
と
し
て
古
代
の
親
族
名
称
に
関
す
る
遺
稿
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
祭
り
の
諸
形
態
と
民
俗
資
料
と
し
て
の
マ
ツ
リ
』
と
い
う
、
新
著
の
構
想
メ
モ
も
見
つ
か
っ
た
。
第
一
部
で
祭
り
の
場
、
祭
祀
組
織
、
祭
り
の
形

態
と
機
能
と
い
う
総
論
を
ま
と
め
、
第
二
部
で
女
性
の
司
祭
者
や
司
祭
者
の
引
継
ぎ
、
他
界
と
の
分
断
、
競
技
の
様
式
化
と
い
っ
た
具
体
例
を
あ
げ
て
祭
り
を

論
じ
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
。
各
章
の
項
目
に
あ
げ
ら
れ
た
調
査
地
の
写
真
フ
ィ
ル
ム
も
残
っ
て
お
り
、
喜
寿
の
こ
ろ
に
研
究
生
活
の
ま
と
め
と
し
て
新
著
を
書

こ
う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
こ
の
書
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
誠
に
残
念
で
あ
る
。

筆
者
が
上
井
先
生
の
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
一
年
の
三
年
生
の
演
習
ゼ
ミ
か
ら
で
あ
る
。
翌
年
は
一
年
間
の
国
内
研
究
員
に
入
ら
れ

た
が
、
四
年
生
の
終
わ
り
の
こ
ろ
に
「
女
性
司
祭
の
伝
統
」
の
ゲ
ラ
刷
り
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
を
ま
と
め
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
後

院
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
紀
伊
半
島
の
調
査
や
国
東
半
島
の
調
査
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

写
真
撮
影
が
お
好
き
で
、
筆
者
が
調
査
の
報
告
で
撮
影
し
て
き
た
写
真
を
お
見
せ
す
る
と
、
撮
影
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
構
図
に
つ
い
て
詳
し
く
批
評
し
て
い
た

だ
い
た
。
ご
自
身
も
三
十
五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
ニ
コ
ン
Ｆ
を
長
く
使
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
ゼ
ン
ザ
ブ
ロ
ニ
カ
Ｇ
Ｓ
―

１
と
い
う
六
×
七
判
カ
メ
ラ

を
購
入
さ
れ
、
約
一
・
八
キ
ロ
の
重
い
カ
メ
ラ
を
担
い
で
撮
影
さ
れ
て
い
た
。
残
さ
れ
た
写
真
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
祭
り
や
民
俗
行

事
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
現
在
整
理
作
業
を
進
め
て
い
る
。

大
学
院
を
修
了
し
て
か
ら
は
、
研
究
会
以
外
で
先
生
と
話
を
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
関
西
大
学
を
ご
退
職
後
、
引
き
続
い
て
五
年
間
非
常
勤
講
師

と
し
て
大
学
院
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
毎
週
授
業
の
一
時
間
ほ
ど
前
に
お
い
で
に
な
る
の
を
講
師
控
室
に
う
か
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
間
に
著
作
集
の
編
集
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
論
稿
の
引
用
史
料
や
文
献
の
確
認
作
業
を
行
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
先
生
の

仕
事
を
勉
強
し
直
す
こ
と
に
な
り
、
院
生
の
こ
ろ
以
来
の
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
や
や
足
が
不
自
由
に
な
ら

れ
た
た
め
、
沖
縄
へ
の
民
俗
調
査
に
ご
一
緒
し
て
現
地
で
昔
の
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

会
話
の
中
で
、
研
究
に
つ
い
て
は
辛
辣
な
批
評
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
普
段
は
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
て
穏
や
か
に
話
を
さ
れ
る
先
生
で
し
た
。
も
う

そ
の
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
と
て
も
寂
し
く
思
い
ま
す
。
先
生
の
生
前
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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